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＊クラブワガハイとして発表 

 
 
（１）S57 田中紀子（ソプラノ）  S53 曽我尚江（ピアノ） 

W.A.モーツァルト 作曲 歌劇「フィガロの結婚」より 伯爵夫人のアリア 

Porgi amor qualche ristoro  「愛の神よ、照覧あれ」     

 熱愛で⼀緒になった⼆⼈なのに伯爵の愛は冷めてしまった。神様、愛と安らぎをください。
どうか宝物（伯爵のこと）を私に返してください。さもなければ私を死なせてください、と
伯爵夫⼈が歌います。 
 
（２）R6 仙波栞理（ソプラノ） S57 大西証史（バリトン）  S53 曽我尚江（ピアノ） 

W.A.モーツァルト 作曲 歌劇「フィガロの結婚」より 伯爵とスザンナの二重唱 

Crudel perche finora…「ひどいぞ、どうしてそう」  

 スザンナは伯爵夫⼈の⼩間使い。伯爵の家来フィガロと婚約し伯爵も了承済み。なのに伯
爵はスザンナに、庭で逢引しようと迫ります。適当にあしらうスザンナ。オッケーと思い喜
ぶ伯爵。⼆⼈のすれ違いの⼆重唱です。 
 
（３）R6 佐藤七海（ソプラノ）   S53 曽我尚江（ピアノ） 

G.プッチーニ 作曲 歌劇「ジャンニ・スキッキ」より  ラウレッタのアリア 

O mio babbino caro 「私のお父さん」     

 舞台はイタリアのフィレンツェ。主⼈公の娘ラウレッタが恋⼈との結婚を認めて欲しい。
でない    とアルノ川に⾝を投げて死んじゃう、と⽗親ジャンニ・スキッキに願います。
これでお⽗さんがんばっちゃう。恋⼈の遺産相続を嘘の⼤芝居で⼿伝っちゃうことになりま
す。 
 
（４）R6 仙波栞理（ソプラノ） S53 曽我尚江（ピアノ） 

J.ブラームス 作曲 歌曲  

Von ewiger Liebe 「永遠の愛」            
 ⼭⾥の⼣暮れ時、若者が恋⼈を家へ送っていきます。僕らのことが噂になっている。気に
なるなら別れようと彼⼥に話します。彼⼥は答えます。⼆⼈の愛は鉄よりもハンマーで鍛え
た鋼よりも固い、鉄や鋼は溶かすことができるが、⼆⼈の愛は誰も変えられないわ、と。 
 
（５）S57 田中紀子（ソプラノ）  S53 曽我尚江（ピアノ） 

竹内まりや（Miyabi） 作詞  村松崇継 作曲 

「いのちの歌」 

ＮＨＫ連続テレビ⼩説「だんだん」の劇中歌。劇中の⾳楽ユニットが作成した曲という
設定であったため、当初作詞は Miyabi とされていました。   



 
（６）S40 藤枝坦（バリトン）   S53 曽我尚江（ピアノ） 

石川啄木 短歌  越谷達之助作曲  

「初恋」    

26 歳で夭折した歌⼈⽯川啄⽊の「⼀握の砂」の歌につけられた曲です。「砂⼭の砂に腹ば
い 初恋の いたみを遠く思い出づる⽇」 ⽢く切ない初恋の思い出が歌われます。 

 


